
 
 

 

 

コロナ禍の中「安全」か「経済」かと、大人や専

門家であっても答えがわからない、それぞれ意見が

分かれる社会の中で私たちは生きています。 

「花子さんは、校庭に沢山咲いているチューリッ

プをだまって１本だけ取って帰った。」「理由は病気

のおばあちゃんのお見舞いのためだった。」「花子さんの行動は良いか。悪いか」子ども達がそれぞれ本音を出

し合い、それぞれ一生懸命考える姿に心から感動しました。 

次に「どうすればよかったか」について話し合い提案をしました。やさしさ、まじめさ、温かさ等のそれぞ

れの「らしさ」を出している素直な発言に涙が出そうになりました。 
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ルールも守れて、おばあちゃんも喜ぶ方法は？ 

飛込授業第22弾  
由布市立挾間小学校３年２組の子ども達と「モラル・ジレンマ」について考えました 

１本だけなら〇               どんな理由でも× 

ふりかえり 


